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岐阜県の森林・林業国
有
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現
場
か
ら 
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森林・林業関係イベントカレンダー（6月～7月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●子どもから大人まで丸ごと１日「ぎふの木」に親し
み、楽しめるイベントです。

●開催時間：10:00～16:00
●内容：木のおもちゃ広場、木の国探検「巨大迷路」、

子どもアスレチック、親子木工教室などの体験イベ
ントを開催します。また、ぎふの木ビンゴ大会、丸太
いす抽選会や木工品などの販売を行います。

●入場無料

狩猟免許試験を受験される方を対象とした無料の講習
会を開催します。
●時間：10：00～15：30
●申込：6/11～6/25
※事前に申し込みが必要です。詳しくは右記にお問い合

わせください。

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9：30～17：00
●申込：6/14～6/28
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

●内容：「山の日」の趣旨を普及するため、シンポジウム
を開催します。

●時間：13：30～16：00
●参加料：無料
※詳細は21ページをご覧ください。

●内容：森林研究所で取り組んでいる森林管理や森林
資源の活用に関する研究内容を紹介します。

●時間：13：15～16:10（予定）
●参加料：無料
●事前申込：必要（FAX、電子メール、郵送にて）

岐阜県立森林文化アカデミーは、林業、森林環境教育、
木造建築、木工の分野で活躍できる人材を育成してい
る専修学校です。入学を検討されている方を対象に、
オープンキャンパスを開催します。
●時間：10：00～16：00 
●内容：学校紹介、教員との面談、在学生との交流、

入試過去問の配布等 
●参加費：無料
●事前申込：必要（ホームページから）

７月３日㈫

７月12日㈭

岐阜メモリアルセンター「芝生広場」
（岐阜市長良福光）

森林文化アカデミー
（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL　http://www.forest.ac.jp/

中津川市東美濃ふれあいセンター
（中津川市茄子川 1683－797）

岐阜県環境企画課
TEL 058-272-1111 内線 2697
担当　中村、野田

白川町町民会館
（加茂郡白川町河岐 1654-1）

ぎふの木フェスタ
２０１８

狩猟免許試験
講習会（わな）

狩猟免許試験

７月12日㈭

７月13日㈮

「山の日」
シンポジウムin
中津川

７月22日㈰ 森林文化アカデミー
オープンキャンパス

平成30年度
岐阜県森林研究所
「研究・成果発表会」

6月9日㈯～
6月10日㈰ 岐阜県林政部県産材流通課

TEL 058-272-8486
FAX 058-278-2705

森
の
名
手
・
名
人
シ
リ
ー
ズ 

（46）

岐阜県猟友会
TEL 058-272-8398

飛騨・世界生活文化センター
（高山市千島町 900-1）

わかくさ・プラザ
（関市若草通 2 丁目 1 番地）

森林研究所（美濃市曽代 1128-1）
TEL 0575-33-2585

各地域を所管する県事務所、
又は環境企画課

（TEL 058-272-1111 内線 2701）
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　木のおもちゃ広場、木の国探検「巨大迷路」、木のジャングルジム組立・解体、子どもアスレ
チック、親子木工教室などの体験イベントが盛りだくさん。
　また、ぎふの木ビンゴ大会、丸太いす大抽選会や木工品などの展示・販売を行います。

6 土 日・109

10:00～16:00
岐阜メモリアルセンター「芝生広場」
岐阜県

（公社）岐阜県山林協会、岐阜県森林組合連合会、岐阜県木材協同組合連合会、

（公社）岐阜県緑化推進委員会、岐阜県木材利用推進協議会、

（一社）岐阜県森林施業協会、岐阜県林業グループ連絡協議会

40種類以上の多彩な体験ブースが集合
　●巨大迷路 ●アルプホルン体験

　●巨大すごろく ●パターゴルフ

　●木工クラフト体験 ●アクセサリーづくり

　●丸太切り体験 ●ウッドバーニング

　●ステンシル絵付け ●東濃桧マイ箸づくり

　●竹細工づくり ●かんな削り体験　　など

岐阜県林政部県産材流通課
〒500-8570　岐阜市薮田南2-1-1　TEL.058-272-8486　

開 催 時 間

場 　 　 所

主 　 　 催

共 　 　 催

内 　 　 容

お問い合わせ

検索ぎふの木フェスタ

子どもから大人まで丸ごと１日「ぎふの木」に
親しみ、楽しめるイベント！ 来場無料
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

ヤマボウシ
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6
月
の
飛
騨
の
山
々
を
彩
る
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
の
花
。
白
く
先
端
が
と
が
っ
た
花

弁
の
よ
う
に
見
え
る
部
分
は
総
苞
片
と

呼
ば
れ
る
組
織
で
す
。

　

こ
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
（C

ornus kousa

）

の
和
名
は
、
花
の
中
央
に
あ
る
丸
い
集

合
果
を
法
師
の
頭
（
比
叡
山
の
僧
兵
の

頭
）
に
見
立
て
、
白
い
総
苞
片
を
白
衣

（
し
ろ
ご
ろ
も
）
に
見
立
て
て
「
山
法
師
」

と
呼
ん
で
い
た
美
濃
や
尾
張
の
地
方
名

が
由
来
で
す
。

　

全
国
的
に
は
新
潟
～
福
井
に
至
る
日

本
海
側
、
三
重
、
和
歌
山
、
京
都
、
兵

庫
、
鳥
取
、
愛
媛
、
高
知
で
は
イ
ツ
キ
、

ウ
ツ
キ
と
呼
ば
れ
、
山
形
で
は
ダ
ン
ゴ

ギ
、
秋
田
や
山
形
、
群
馬
、
埼
玉
、
長
野
、

新
潟
、
静
岡
で
は
ヤ
マ
グ
ワ
な
ど
の
別

名
で
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
学
名

に
使
わ
れ
る
「kousa

」
と
は
箱
根
で
の

別
名
「
コ
ー
サ
」
に
由
来
し
ま
す
。

　

万
葉
の
時
代
に
は
ツ
ミ
（
柘
）
と
呼

ば
れ
た
と
す
る
考
え
方
も
あ
り
、『
万
葉

集
』
に
は
”こ
の
夕
（
ゆ
う
へ
）
柘
（
つ

み
）の
小
枝（
さ
え
だ
）の 

流
れ
来（
こ
）

ば 

梁
（
や
な
）
は
打
た
ず
て 

取
ら
ず

か
も
あ
ら
む
“
と
若
宮
年
魚
麻
呂
が
詠

ん
だ
歌
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
既
に
万
葉
時
代
に
あ
っ
た
伝

説
「
柘
枝
（
つ
み
の
え
）
の
伝
説
」
に

関
係
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
そ
の
伝

説
の
内
容
は
「
昔
、
吉
野
の
里
に
住
む

美
稲
（
う
ま
し
ね
）
と
い
う
若
者
が
、

吉
野
川
に
魚
を
捕
る
梁
（
や
な
）
を
つ

く
っ
て
ア
ユ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

る
日
、
上
流
か
ら
柘
の
枝
が
流
れ
て
来

て
梁
に
か
か
っ
た
の
で
、家
に
持
ち
帰
っ

た
ら
柘
の
枝
が
美
し
い
女
性
に
な
り
驚

い
た
も
の
の
、
彼
女
を
妻
に
迎
え
て
毎

日
幸
せ
に
暮
ら
し
た
。」
と
い
う
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
歌
の
内
容
は
「
こ
の
夕

べ
に
仙
女
が
化
し
た
と
い
う
柘
の
枝
が

も
し
流
れ
て
き
た
な
ら
ば
、梁
を
つ
く
っ

て
手
荒
な
捕
ら
え
方
を
し
な
い
で
、
そ

れ
を
取
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。」
と
い

う
意
味
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
材
は
、
重

硬
で
割
れ
に
く
い
特
徴
か
ら
、
槌
や
農

機
具
の
柄
、鉋
台
、撞
木
、水
車
の
歯
車
、

餅
つ
き
の
杵
材
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
ま

し
た
。

　

旧
徳
山
村
（
現
揖
斐
川
町
徳
山
）
で

は
、
雪
崩
避
け
の
呪
文
と
し
て
”前
ク

ロ
モ
ジ
に
、
後
ボ
ウ
シ
・
・
・
“
と
唱

え
ま
し
た
。
こ
れ
は
輪
か
ん
じ
き
の
前

輪
を
ク
ロ
モ
ジ
材
で
、
後
輪
を
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
材
で
作
れ
ば
、雪
崩
に
遭
っ
て
走
っ

て
も
壊
れ
な
い
ほ
ど
頑
丈
に
で
き
る
こ

と
を
意
味
し
た
口
伝
な
の
で
す
。

　
『
大
日
本
有
用
樹
木
効
用
編

（
１
９
０
３
年
）』
に
は
、「
材
は
堅
実
な

る
を
以
て
カ
シ
の
な
き
寒
国
に
て
は
カ

シ
に
代
用
し
て
鉋
台
、
鑿
柄
、
槌
其
の

他
農
耕
具
の
柄
、
油
搾
器
械
、
橇
等
に

用
ひ
又
下
駄
の
歯
と
す
併
し
堅
に
過
ぎ

て
滑
る
患
あ
り
又
櫛
材
旋
作
用
材
と
な

す
。
実
は
食
し
て
甘
味
あ
る
も
種
子
多

し
此
樹
の
葉
サ
ン
シ
ュ
ユ
に
似
て
美
に

し
て
上
品
な
り
故
に
庭
園
樹
に
宜
し
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
多
方
面
に
重

宝
さ
れ
た
樹
木
な
の
で
す
。

▲４枚の花弁のように見えるのが総苞片です
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　「１００年の森林づくり計画」では、気候や地形、法規制等の諸条件を踏まえたうえで、県内のすべての民有林を「木材生産林」または
「環境保全林」のいずれかに区分し、必要に応じ、これらに重複する形で「観光景観林」と「生活保全林」を設定することとしています。
そして、４つの森林区分に応じた整備方針に基づいた森林整備を推進しています。
　林業経営に適した場所の「木材生産林」では、木材資源の循環利用を促進するための搬出間伐や主伐後の再造林を重点的に支援して
います。水源林や急傾斜地などの「環境保全林」では、針広混交林や広葉樹林化のための間伐を支援しています。また、観光道路沿いの
「観光景観林」では観光資源の価値を高めるための修景作業を、集落周辺の「生活保全林」では住民の安心・安全のための里山林の修
景作業や危険木の除去などを支援しています。

森林区分毎の森林整備の支援

【森林整備課　石田 尚孝】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 森林整備課まで

間伐後の環境保全林（関市）木材生産の様子（東白川村）

100年先の
森林づくり
シリーズ  2

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～H33)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

１００年の森林づくり計画実践プロジェクト

１００年の森林づくり
計画実践プロジェクト

　「１００年の森林づくり計画（森林配置
計画）」を実践するため、多様な苗木の供
給、育種・育苗の研究・普及等を行うととも
に、４つの森林区分に応じた整備方針に基
づき、森林整備を実践するために必要な制
度の導入・支援を行い、着実に森林の配置
転換を行うプロジェクトです。

　
県
産
材
普
及
啓
発
資
料
作
成
委
員

会
（
構
成
員
：（
公
社
）
岐
阜
県
山
林

協
会
、
岐
阜
県
木
材
利
用
推
進
協
議

会
、
岐
阜
県
）
で
は
、「
木
の
国
・
山

の
国
県
民
会
議 

木
づ
か
い
部
会
」
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
就
学
前
の
子

育
て
世
代
の
親
子
を
対
象
と
し
た
す

ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
住
宅
や
家
具
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

通
し
て
木
に
触
れ
て
豊
か
に
暮
ら
す

「
木
の
あ
る
生
活
」
を
提
案
す
る
資
料

を
作
成
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
す
が
、
木
材
の
効
果
や
森
林

整
備
の
必
要
性
を
解
説
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、
ど
れ
だ
け
の

方
に
読
ん
で
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
か
ら
、
親
子
で
遊
び
な

が
ら
森
林
や
木
材
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
を
採

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
の
手
入
れ
を
さ
ぼ
っ
た
ら
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
ス
タ
ー
ト
へ
戻
っ
た

り
、
木
で
作
ら
れ
た
身
近
な
も
の
を

持
っ
て
く
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
木
の

家
の
良
さ
を
学
ぶ
エ
リ
ア
が
あ
る
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
に
書
い
て
あ

る
内
容
に
つ
い
て
は
、
裏
面
の
解
説

を
読
め
ば
ど
う
し
て
な
の
か
を
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
詳
し
く
知

り
た
け
れ
ば
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
県
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園

な
ど
に
配
布
予
定
で
す
が
、
ご
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
産
材
流
通
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

【
県
産
材
流
通
課
　
三
輪
哲
司
】

「
ぎ
ふ
の
木
の
お
う
ち
す
ご
ろ
く
」
を

作
成
し
ま
し
た
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　毎年、参加者から大好評をいただいている「水源林見学会」を今年も開催します。
　この見学会は、公益社団法人木曽三川水源造成公社主催によるもので、木曽三川（木曽川、長良川及び揖斐川）流域の愛知、岐
阜、三重にお住まいの方の参加を募集します。
　見学会では、水源となる森林の大切さを理解していただくため、森の健康診断や水源林を守るための間伐体験を行います。
　夏の思い出づくりにぜひご参加ください。

【開 催 日】
【場　　　所】
【集合場所等】

【参 加 対 象】

【活 動 内 容】

【参 加 費】
【応 募 方 法】

【応 募 期 間】

ＪＲ岐阜駅中央北口に８時集合、バスで現地へ移動
ＪＲ岐阜駅に１７時頃到着・解散予定
愛知、岐阜、三重県内にお住まいの小学生とその保護者
（保護者同伴。４０名程度）
森の健康診断、山仕事（間伐）体験等
・生えている木を実際に伐っていただきます。
・雨天の場合は、木工教室に変更予定。
・作業ができる服装でご参加ください。
無料
はがき又はＥメールに住所、参加者全員の氏名、ふりがな、年齢、生年月日、性別、
電話番号を明記のうえ応募
応募者多数の場合は抽選（応募者全員に抽選結果をお知らせします。）
７月１3日（金）必着

お申込み、お問合わせは、公益社団法人木曽三川水源造成公社までお願いします。

水源林見学会参加者募集

平成30年８月4日（土）
岐阜県中津川市の水源林

【治山課　増田 龍太】

【住　　所】　〒501-3756　美濃市生櫛1612-2　中濃総合庁舎5階
【電話番号】　0575-33-4011（内４０5）
【ホームページ】　http://www.kiso3sen.org/
【Eメール】　desk@kiso3sen.org

　白川村と石川県白山市を結ぶ山岳有料道路「白山白川郷ホワイトロード」は、６月１５日（金）午前１０時に全線開通
します。
　白山国立公園特別保護地域の山岳地帯を通過する「白山白川郷ホワイトロード」は、この季節、残雪と新緑の両方
を楽しむことができます。壮大な山々の風景や、渓谷から吹き上がる冷涼な空気が、爽やかな世界を感じさせてくれま
す。「白川郷展望台」や「ブナ原生林遊歩道」での森林散策など、「白山白川郷ホワイトロード」の大自然をぜひお楽し
みください。
　なお、詳しい情報は、白山林道岐阜管理事務所にお尋ねいただくか、ホームページでご確認ください。

白山白川郷ホワイトロードが全線開通します

通行料金

白山林道岐阜管理事務所
TEL/FAX 05769-6-1６６４
http://hs-whiteroad.jp/

お問い合わせ先

マイクロバス

【治山課　増田 龍太】

※ブナの芽吹き

軽 自 動 車 １,４００円
普通自動車 １,６００円

４,９００円
大 型 バ ス １０,８００円
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【治山課　加藤 里実】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8526 治山課治山係まで

　近年、全国至る所では集中豪雨等により山地災害が多発し、人命・財産に甚大な被害が及んでいます。こうしたことから、
岐阜県では県民の皆さんに山地災害に対する防災意識を高めてもらうため、林野庁、県及び市町村が一体となって、「山地
災害防止キャンペーン」を実施しています。
　今年度のキャンペーン期間は、平成３０年５月２０日から６月３０日です。
　岐阜県では、各農林事務所や市町村役場等に山地災害防止キャンペーンポスターを掲示するとともに、市町村の広報誌
に関連記事を掲載しています。
　さらに、山地災害危険地区の周辺にお住まいの方たちを対象に現地説明会等でのＰＲ活動も行っています。
　また、キャンペーン関連行事として、山地災害防止標語及び写真コンクールが実施されますのでたくさんの応募をお願い
します。

（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係　TEL 03-3581-2288　FAX 03-3581-1410

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

平成30年度 山地災害防止キャンペーン

※写真は平成２9年度に実施したキャンペーンの状況です。

現地説明会 防災ポスター掲示状況 市の災害対策協議会における説明

 林地開発許可制度について
　きれいな水や空気を育み、自然災害を防ぎ、生活環境を守
るなどの働きで、私たちの暮らしを支えてくれる森林。その大
切な森林の働きが、無秩序な開発で損なわれないよう設けら
れているのが森林法の「林地開発許可制度」です。

　私法上、土地所有者には、土地の管理責任があり、所有地
で災害が発生し、他人の生命や財産などに被害が生じると損
害賠償請求の対象となる場合があります。
　所有する土地を貸出などで開発用地として提供される際に
は、これらのリスクを認識して頂き、開発事業を行う方に対し
て次のことを確認し、ご納得頂いたうえで提供してください。

　全ての森林（保安林以外の民有林（地域森林計画対象民有
林））において１ヘクタールを超える開発を行う場合は、事前に
申請し、知事（農林事務所長）の許可を受けることが必要です。

●対象となる森林や規模は？

●開発中の防災対策の内容

●開発完了後の土地の管理についての内容

●開発が中断・廃止されることになった場合の取り扱い

など

　無許可で開発を行ったり、許可条件に対する違反行為が
あった場合は、森林法に基づき、「中止」や「復旧」を命ぜられ
ることがあり、悪質な場合には罰則が科せられます。
　なお、平成２９年４月より罰則が強化されました。

●罰則強化について

　次の４つの森林の働きが、開発事業によって損なわれるお
それがないか審査します。

●許可の基準は？

周辺に土砂の流
出や崩壊、その
他の災害を発生
させるおそれが
ないこと。

計画地の流域内
に水害を発生さ
せるおそれがな
いこと。

地域の水量・水質
などに影響を与
え、水の確保に支
障をきたすおそ
れがないこと。

周辺の環境や景
観を悪化させる
おそれがないこ
と。

災害を防ぐ働き 水害を防ぐ働き 水を育む働き 環境を守る働き

【治山課　長谷部 達也】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8528 治山課か最寄りの県農林事務所までお問い合わせください。

開発事業を計画されている方へ

土地の所有者の方へ

罰金150万円以下　　　懲役３年以下　又は
　　　　　　　　　　　 罰金300万円以下
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小
林

　一
雄
（
67
）

髙
森

　か
な

岐
阜
県
恵
那
市

平
成
27
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

46

森の
名手・名人
シリーズ

岐
阜
県

　麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校
1
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
23
年
４
月
18
日
生
ま
れ

●
職
業
：
木
地
師

小
林

　一雄
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

こ  

ば
や
し

　

  

か
ず 

お

　
会
社
員
を
経
て
、28
歳
の
時
に
父
親
に
師
事
し
、木
地

師
の
道
を
歩
み
始
め
、恵
那
市
東
野
で「
小
林
ロ
ク
ロ
工

芸
」を
創
業
。

　
平
成
６
年
に
第
６
回
伝
統
工
芸
木
竹
展
で
入
選
後
、

多
く
の
入
選
を
重
ね
る
。

　
平
成
13
年
に
岐
阜
県
卓
越
技
能
者（
名
工
）と
し
て
知

事
表
彰
。

　
平
成
18
年
に
は
、木
地
師
と
し
て
は
、岐
阜
県
で
初
め

て「
日
本
工
芸
会
」正
会
員
に
認
定
。

　
平
成
23
年
に
は
、第
23
回
日
本
煎
茶
工
芸
展「
栃
こ
ぶ

拭
漆
高
坏
」で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。

　
そ
の
後
も
日
本
伝
統
工
芸
展
な
ど
に
出
品
し
、入
選

を
重
ね
る
な
ど
、高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
の
木
工
教
室
の
講
師
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
け
入
れ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、ご
子
息
を
後

継
者
に
、技
術
の
伝
承
と
と
も
に
、多
く
の
優
れ
た
作
品

を
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

１
．
木
地
師
っ
て
言
う
の
は

　

元
々
木
地
師
って
言
う
の
は
、
桶
を
作
っ
た
り
木
を
彫
っ

た
り
、
要
す
る
に
木
に
関
わ
る
よ
う
な
人
の
こ
と
や
っ
た

の
。
し
ゃ
も
じ
を
作
っ
た
り
お
椀
を
作
っ
た
り
す
る
人
も
皆
、

木
地
師
っ
て
言
わ
れ
て
た
の
ね
。
ほ
や
け
ど
、
昔
に
皆
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
に
分
か
れ
た
の
。
大
体
、
挽ひ
き
も
の物
、

指さ
し
も
の物
、
刳く
り
も
の物
と
３
種
類
に
分
か
れ
と
る
ね
。
挽
物
は
、
ロ

ク
ロ
を
回
し
な
が
ら
刃
物
で
削
っ
て
、
お
盆
と
か
器
を
作
る

の
。
指
物
は
、
木
と
木
を
組
ん
で
、
机
と
か
の
家
具
を
作

る
の
。
刳
物
は
、
四
角
い
物
と
か
楕
円
の
物
み
た
い
な
、
ロ

ク
ロ
で
回
し
な
が
ら
で
き
ん
物
を
、
手
で
彫
っ
た
り
す
る
こ

と
や
ね
。
で
も
今
は
、
僕
ん
た
ち
み
た
い
な
ロ
ク
ロ
を
や
っ
と

る
人
が
、
主
に
木
地
師
って
言
わ
れ
と
る
ね
。

　

日
本
の
手
仕
事
の
歴
史
で
は
ね
、
作
る
物
を
固
定
さ
せ

て
、
手
に
持
っ
た
道
具
で
、
削
っ
た
り
、
切
っ
た
り
、
張
っ
た

り
、
塗
っ
た
り
し
て
物
を
作
る
ん
や
ね
。
で
も
、
作
る
木
の

器
を
手
挽
き
ロ
ク
ロ
で
回
転
さ
せ
て
、
刃
物
を
使
って
形
を

整
え
て
器
を
作
り
出
す
。
こ
ん
な
作
業
工
程
は
、
日
本
の

工
芸
史
の
中
で
も
木
地
師
だ
け
の
仕
事
や
ね
。
ほ
や
か
ら
、

３
．
道
具
も
自
分
の
手
で

　
「
思
う
よ
う
な
も
の
を
作
り
た
い
」
っ
ち
ゅ
う
思
い
が
あ

る
も
ん
で
、
ロ
ク
ロ
鉋
の
刃
の
部
分
も
柄
の
部
分
も
全
部
、

木
地
師
が
自
分
で
自
分
に
合
っ
た
形
を
作
る
の
。
刃
物
を

作
る
こ
と
は
基
本
や
か
ら
ね
。
扱
う
木
の
状
態
に
合
わ
せ

て
、
刃
先
を
作
る
の
。
刃
物
の
材
質
と
し
て
は
高こ
う
そ
く速
度ど

鋼こ
う

を
使
っ
と
る
の
。
柄
は
、
自
分
の
所
の
材
料
の
中
で
も
、
加

工
中
に
あ
た
っ
て
も
シ
ョッ
ク
が
少
な
い
柔
ら
か
い
木
を
使
っ

て
ま
す
。
欅け
や
き

と
は
違
って
、
柔
ら
か
い
栃と
ち
と
か
栓せ
ん

を
柄
に
す

る
の
。

　

刃
物
を
作
る
時
に
は
消け
し
ず
み炭
を
使
っ
と
る
ね
。
買
って
き
た

炭
で
は
当
た
り
が
硬
い
も
ん
で
、
火
花
が
出
ち
ゃ
う
も
ん
で

ね
。
そ
う
い
う
炭
は
荒
い
も
ん
だ
か
ら
、
刃
物
の
周
り
の
す

き
間
が
多
く
な
り
す
ぎ
ち
ゃ
う
の
。
だ
か
ら
、
消
炭
が
丁

度
い
い
の
。
だ
か
ら
木
を
燃
や
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
自
分
で
作

る
の
。４

．
自
然
の
恵
み
は
無
駄
な
く
使
う

　

木
を
沢
山
切
っ
て
、
ロ
ク
ロ
で
お
盆
と
か
を
作
る
と
、
中

に
な
る
所
は
捨
て
ち
ゃ
う
で
し
ょ
。
そ
れ
を「
も
っ
た
い
な

い
」って
言
う
人
も
中
に
は
い
る
の
ね
。
で
も
、作
っ
た
物
を
、

長
く
何
十
年
に
も
渡
って
使
え
る
っ
ち
ゅ
う
こ
と
は
、
凄
いエ

コ
な
ん
で
す
ね
。
僕
ら
は
自
分
が
気
に
入
っ
た
木
を
買
っ
て

き
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
最
後
ま
で
使
え
れ
ば
良
い
ん
で
す

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
捨
て
な
い
か
ん
所
も
あ
る
も
ん
で
ね
。
こ

う
い
う
所
は
ち
ょっ
と
し
た
器
や
小
物
を
作
る
と
か
ね
、
な

る
べ
く
無
駄
に
は
し
な
い
つ
も
り
で
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
も

余
っ
た
木
の
切
れ
端
は
、
炭
を
作
っ
た
り
、
乾
燥
庫
で
焚
い

た
り
し
て
、
有
効
に
使
わ
し
て
も
らっ
と
る
ね
。

５
．
瘤
に
惹
か
れ
て

　

や
っ
ぱ
り
、
自
然
の
木
っ
ち
ゅ
う
も
ん
は
美
し
い
よ
ね
。

ど
ん
な
木
で
も
そ
う
や
け
ど
、
幹
に
瘤
が
で
き
る
木
と
、
で

き
ん
木
が
あ
る
の
。
同
じ
木
で
も
、
普
通
の
木
目
と
瘤
の

木
目
で
は
全
然
違
っ
と
って
ね
。僕
は
、伯
父
さ
ん
が
作
っ
と
っ

た
、
瘤
を
取
り
入
れ
た
器
と
か
を
仕
入
れ
て
売
っ
て
た
の
。

２
．製
材
か
ら
漆
塗
り
ま
で
一
貫
し
て

　

う
ち
は
、
材
料
を
各
務
原
の
方
で
仕
入
れ
て
、
自
分
で

製
材
し
て
、
漆
塗
り
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で一貫
し
て
や
っ
と
る

の
。
一般
的
に
、
漆
塗
り
は
別
の
職
人
さ
ん
に
仕
上
げ
て
も

ら
う
こ
と
が
多
い
け
ど
、
僕
は
漆
塗
り
ま
で
、
自
分
の
所
で

や
る
こ
と
に
こ
だ
わ
って
る
ね
。
最
後
の
仕
上
げ
の
漆
塗
り

は
、
女
房
や
息
子
も
、
今
、
勉
強
し
て
ま
す
ね
。
元
々
僕

は
、
木
の
表
情
を
、
木
目
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
た
め
に

木
地
師
に
な
っ
た
よ
う
な
も
ん
や
で
、
作
り
甲
斐
は
あ
る
わ

ね
。
漆
は
自
然
環
境
の
中
で
水
分
が
な
い
と
乾
か
ん
も
ん

で
、冬
に
塗
る
時
な
ん
か
は
、本
当
に
苦
労
す
る
の
。
で
も
、

自
分
た
ち
の
環
境
で
ど
う
塗
る
か
と
か
も
、
長
年
か
け
て

培
って
き
た
も
ん
で
ね
。

僕
が
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
こ
と
や
、
親
父
か
ら
修
業
が
で
き

た
こ
と
に
誇
り
を
持
って
や
っ
と
り
ま
す
。

木
地
師

木
目
に
こ
だ
わ
り
、

　
　
　
美
を
引
き
出
す

―
全
て
の
工
程
を
手
掛
け
る
木
地
師
の
思
い
―

仕上げ挽きの様子

木目を生かした漆塗りにこだわる
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小
林

　一
雄
（
67
）

髙
森

　か
な

岐
阜
県
恵
那
市

平
成
27
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

46

森の
名手・名人
シリーズ

岐
阜
県

　麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校
1
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
23
年
４
月
18
日
生
ま
れ

●
職
業
：
木
地
師

小
林

　一雄
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

こ  

ば
や
し

　

  

か
ず 

お

　
会
社
員
を
経
て
、28
歳
の
時
に
父
親
に
師
事
し
、木
地

師
の
道
を
歩
み
始
め
、恵
那
市
東
野
で「
小
林
ロ
ク
ロ
工

芸
」を
創
業
。

　
平
成
６
年
に
第
６
回
伝
統
工
芸
木
竹
展
で
入
選
後
、

多
く
の
入
選
を
重
ね
る
。

　
平
成
13
年
に
岐
阜
県
卓
越
技
能
者（
名
工
）と
し
て
知

事
表
彰
。

　
平
成
18
年
に
は
、木
地
師
と
し
て
は
、岐
阜
県
で
初
め

て「
日
本
工
芸
会
」正
会
員
に
認
定
。

　
平
成
23
年
に
は
、第
23
回
日
本
煎
茶
工
芸
展「
栃
こ
ぶ

拭
漆
高
坏
」で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。

　
そ
の
後
も
日
本
伝
統
工
芸
展
な
ど
に
出
品
し
、入
選

を
重
ね
る
な
ど
、高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
の
木
工
教
室
の
講
師
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
け
入
れ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、ご
子
息
を
後

継
者
に
、技
術
の
伝
承
と
と
も
に
、多
く
の
優
れ
た
作
品

を
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

そ
の
時
に
、
こ
の
木
目
程
で
は
な
い
け
ど
、
こ
れ
に
近
い
木

目
を
見
た
瞬
間
、「
お
ぉ
！！
」
っ
て
、
心
が
震
え
る
様
な
気

持
ち
に
な
っ
た
の
。「
木
に
も
色
々
な
表
情
が
あ
って
凄
い
」
っ

て
い
う
感
動
が
あ
って
ね
、
こ
ん
な
木
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る
ん
だ
って
思
っ
と
る
ね
。

　

普
通
の
木
目
で
も
同
じ
の
は
な
い
け
ど
、
似
た
感
じ
の
は

揃
え
れ
る
ん
や
ね
。
だ
け
ど
、
瘤
の
付
い
と
る
木
は
、
本

当
に
希
に
し
か
出
な
い
も
ん
で
、
頼
ま
れ
て
も
中
々
注
文
に

は
応
え
れ
ん
よ
ね
。

６
．
宿
木
の
美

　

宿や
ど
り

木き

っ
ち
ゅ
う
の
は
、
木
の
枝
に
で
き
た
傷
に
、
種
が
飛

ん
で
き
て
、
そ
こ
か
ら
根
っこ
を
張
って
、
木
の
栄
養
を
吸
っ

て
育
つ
の
ね
。
だ
か
ら
、
木
を
切
っ
た
時
に
葉
っ
ぱ
も
根
っこ

も
死
ん
じ
ゃ
う
か
ら
、
根
っこ
が
ス
ル
ン
と
取
れ
て
、
木
に
穴

が
沢
山
開
い
ち
ゃ
う
の
。

　

昔
は
、
穴
の
開
い
と
る
宿
木
は
ゲ
テ
モ
ノって
言
わ
れ
て
、

皆
買
わ
な
ん
だ
の
。
で
も
僕
は
直
感
で「
こ
れ
は
面
白
い
」

と
思
っ
た
も
ん
で
買
っ
た
の
。
そ
の
時
、
市
場
の
人
か
ら「
こ

れ
は
欅
材
の
中
で
も
特
別
で
、
宿
木
と
い
う
ん
や
よ
」
って

教
え
て
も
ら
っ
た
の
。
僕
は「
こ
の
原
木
で
、
何
か
作
る
と

け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
って
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
親
父
、
そ

し
て
僕
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
な
技
術
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
ま
す
。
そ
れ
を
、一
生
懸
命
補
佐
し

な
い
か
ん
で
、
現
役
で
頑
張
って
、
少
し
で
も
息
子
の
生
き

て
い
く
道
を
開
拓
し
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
って
、

や
って
ま
す
。
技
術
を
全
部
は
伝
え
る
こ
と
は
無
理
か
も
し

れ
ん
け
ど
、
せ
め
て
親
父
か
ら
受
け
継
い
だ
技
術
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

［
出
典
情
報
］

※「
写
真
」ヤ
ド
リ
ギ

http://yasousuki2.exblog.jp/8977492/

や
と
思
う
の
。
今
は
ど
っ
ち
かっ
ち
ゅ
う
と
、
そ
う
い
う
木
の

方
が
、
味
の
あ
る
も
の
が
で
き
る
ん
や
ね
。
手
を
か
け
り
ゃ

あ
か
け
た
だ
け
、
魅
力
が
出
る
っ
ち
ゅ
う
こ
と
や
ね
。

　

そ
の
中
で
も
、
扱
い
が
難
し
いっ
て
言
わ
れ
と
る
神じ
ん
だ
い代
っ

ち
ゅ
う
木
が
あ
る
の
。
神
代
は
、
千
年
以
上
土
の
中
に
埋

も
れ
た
木
の
こ
と
で
、「
埋
も
れ
木
」と
も
言
わ
れ
る
の
。
こ

う
い
う
木
で
作
品
を
作
ろ
う
と
す
る
と
、
今
ま
で
土
の
中

で
抑
圧
さ
れ
と
っ
た
や
つ
が一
気
に
外
へ
出
ち
ゃ
う
も
ん
で
、

割
れ
た
り
狂
っ
た
り
し
や
す
い
の
。
ほ
や
か
ら
、
大
き
い
木

は
な
か
な
か
珍
し
い
し
、
宝
石
を
探
す
よ
う
な
つ
も
り
で
探

し
と
る
人
も
お
っ
た
り
す
る
の
。

８
．
こ
れ
か
ら
の
目
標「
守
・
破
・
離
」

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
最
初
に
親
父
の
仕
事
を
見
て
た
か

ら
ね
。
綺
麗
に
仕
上
がっ
た
親
父
の
作
品
が
常
に
手
本
や
っ

た
。
技
術
面
で
も
精
神
面
で
も
、
近
づ
け
よ
う
っ
ち
ゅ
う

目
標
が
常
に
身
近
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
向
かって
や
って
来
れ

た
か
ら
、
日
本
工
芸
会
の
正
会
員
に
も
し
て
い
た
だ
け
た
の

か
も
知
れ
ん
ね
。

　
「
守
・
破
・
離
」ち
ゅ
う
言
葉
が
あ
っ
て
ね
。
昔
か
ら
の

決
め
ら
れ
た
型
や
伝
統
を
守
る
こ
と
は
基
礎
と
し
て
大
事

や
と
思
う
。
以
前
は
そ
れ
が
大
事
や
と
思
っ
と
っ
た
し
、
展

覧
会
の
審
査
で
も
、
そ
っ
ち
の
方
が
認
め
て
も
ら
え
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
で
も
、
僕
ら
も
、
同
じ
も
の
を
1
0
0
も

2
0
0
も
作
る
と
飽
き
る
し
。
あ
る
程
度
は
楽
し
ん
で
物

作
り
を
し
た
い
時
期
や
ね
。
今
は
、「
破
」や「
離
」の
部
分

も
、
楽
し
み
た
い
と
思
っ
と
る
。
昔
か
ら
の
伝
統
は
大
切
に
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
は
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た

い
ね
。
そ
れ
で
、
木
の
温
も
り
を
み
ん
な
に
伝
え
て
、
個

展
な
ん
か
や
っ
た
時
に
、
お
客
さ
ん
が「
い
い
ね
ぇ
」
って
言
っ

て
く
れ
る
の
が
喜
び
や
ね
。

　

今
回
、
息
子
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
け
ど
、

僕
自
身
、
木
工
の
仕
事
の
大
変
さ
を
よ
く
知
って
る
か
ら
、

と
て
も
後
を
継
げ
と
は
言
え
な
く
て
…
。
自
分
か
ら
進
ん

で「
僕
、
ロ
ク
ロ
を
や
り
た
い
け
ど
」
っ
て
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

苦
労
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
け
ど
。
後
を
継
い
で

も
ら
え
ば
、
こ
の
後
も
ず
っ
と
親
父
か
ら
僕
、
そ
し
て
三
代

目
の
よ
う
な
形
で
、
木
地
師
と
し
て
の
技
術
を
継
承
し
て
い

面
白
い
や
ろ
う
な
」
っ
て
思
っ
て
ね
、
お
盆
を
は
じ
め
、
何

点
か
を
作
品
展
に
出
し
た
の
。
そ
の
時
に
俳
句
の
先
生
が

来
て「
宿
木
は
ね
、
万
葉
集
の
中
に
歌
って
あ
る
よ
」
っ
ち
ゅ

う
て
。
そ
れ
で
調
べ
た
ら
、
宿
木
の
か
ん
ざ
し
を
好
き
な
人

の
頭
に
挿
し
て
あ
げ
たっ
ち
ゅ
う
よ
う
な
歌
が
あ
って
ね
。
そ

の
他
に
も
、
世
界
的
に
は
、
儀
式
な
ん
か
で
使
わ
れ
た
り

し
と
る
の
。

　

宿
木
み
た
い
に
、
穴
が
沢
山
開
い
と
る
の
は
、
伝
統
工

芸
展
に
は
出
せ
ん
け
ど
、
自
分
の
個
展
に
は
出
し
と
る
。

個
展
の
時
に
は
、
こ
う
い
う
結
構
変
わ
っ
た
も
の
で
も
喜
ば

れ
る
ん
や
よ
。
最
近
、
皆
が
こ
う
ゆ
う
物
を
買
う
よ
う
に

な
っ
た
ち
ゅ
う
こ
と
は
、
宿
木
の
美
に
対
す
る
想
い
が
分
かっ

て
も
ら
え
た
気
が
し
て
嬉
し
い
ね
。

７
．
扱
い
に
く
い
か
ら
こ
そ
の
魅
力

　

世
の
中
に
は
色
々
な
人
が
お
る
も
ん
で
ね
。
で
も
、
そ

れ
は
木
に
も
言
え
る
こ
と
で
、
木
目
が
美
し
く
出
る
木
と

か
、
粘
っ
こ
い
木
と
か
、
割
れ
や
す
い
木
と
か
ね
。
硬
い
木

な
ん
か
は
特
に
そ
う
や
け
ど
、
漆
を
塗
ら
ん
で
も
チ
カ
ッ
と

光
る
木
も
あ
る
も
ん
で
ね
。
ほ
ん
で
面
白
い
よ
ね
。
そ
う
い

う
木
を
見
た
時
に「
お
っ
！！
」
っ
て
思
う
か
思
わ
ん
か
だ
け

原型の瘤が見られる栃の器の裏側

１年中緑の葉を茂らせる宿木※
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　平成３０年４月５日（木）に岐阜県中濃総合庁舎において「森のジョブステーションぎふ」の開所式を行い
ました。会場には、関係団体をはじめ、多数の皆様に駆けつけていただき、「森のジョブステーションぎふ」
の新たな門出を祝いました。

　開所式では、主催者である古田肇岐阜県知事の挨拶のあと、来賓を代表して岐阜県議会議員の佐藤武彦
様、岐阜県森林組合連合会代表理事会長の洞口博様よりご祝辞をいただきました。
　その後、これからの岐阜県の林業を担う若き森林技術者を代表して、岐阜県立森林文化アカデミークリ
エーター科の中田智康さん、有限会社古川林業の長谷川優美さんのお二人から、「森のジョブステーション
ぎふ」への期待と次世代を担う森林技術者としての力強い決意表明をいただきました。
　最後に、「森のジョブステーションぎふ」事務室前において、古田知事と弊社理事長の竹内和敏の手によ
り、岐阜県産ヒノキ製の看板が設置され、大きな拍手とともに開所式を終えました。

　こうして、新たにスタートした「森のジョブステーションぎふ」では、就業相談から技術習得、定着までを
一貫して支援するための各種サービスの提供に努めてまいります。
　また、「林業のことを知りたい」、「自分でもできるだろうか」など、様々な疑問や相談について、ベテラン
の専門スタッフが丁寧にお応えします。林業に興味をもった方は、お気軽に森のジョブステーションぎふへ
ご相談ください。

所 在 地  岐阜県美濃市生櫛1612番地2　岐阜県中濃総合庁舎１階

 公益社団法人岐阜県森林公社内

電話番号 0575-33-4011（代表）

 ※「森のジョブステーションぎふ」を呼び出してください。

Ｆ Ａ Ｘ  0575-46-8408

E - m a i l  m-job@gifu-shinrin.or.jp

休 所 日  土曜日、日曜日、祝日、年末年始

「森のジョブステーションぎふ」が開所しました！

【問合先：森のジョブステーションぎふ】
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狩猟や有害鳥獣の捕獲に必要な狩猟免許の試験と受験される方を対象とした無料の講習会を実施します。

■試験の日時及び場所等

講習の受講は希望者のみ。事前に申し込みが必要です。
問い合わせ先：（一社）岐阜県猟友会（TEL：058-272-8398）

（主催者：岐阜県、受託者：（一社）岐阜県猟友会）

飛騨・世界生活文化センター（高山市千島町900-1）

可茂総合庁舎大会議室（美濃加茂市古井町下古井2610-1）

岐阜大学全学共通教育講義棟（岐阜市柳戸1-1）

中濃総合庁舎大会議室（美濃市生櫛1612-2）

恵那総合庁舎大会議室（恵那市長島町正家後田1067-71）

  ７月12日（木）

  8月  4日（土）

  9月22日（土）

11月17日（土）

12月11日（火）

日　時 場　所 免許の種類 申請書の受付時間

全て

全て

全て

わな猟

6月14日（木）～6月28日（木）

7月6日(金)～7月20日（金）

8月24日（金）～9月7日（金）

10月19日（金）～11月2日（金）

11月13日（火）～11月27日（火）

試験の新規受験者　　免許１種類につき5,200円
試験の新規受験者で学生の方　　免許１種類につき２,600円
狩猟免許取得者が別の狩猟免許を取得しようとする場合 免許１種類につき3,900円
岐阜県内に住所を有し、網猟及びわな猟にあっては１８歳以上、第１種銃猟及び第２種銃猟に
あっては２０歳以上の者
（鳥獣保護管理法第４０条第２号から第６号の規定に該当する方は受験できません。）
岐阜地域環境室又は各県事務所環境課、環境企画課で配布しています。
http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/kankyo/shizenhogo/c11265/syuryo.htmlから
ダウンロードすることもできます。
住所地のある岐阜地域環境室又は各県事務所環境課

■狩猟免許の種類

■手  数  料

■受 験 対 象 者

■提 出 書 類

■提　　出　　先

日　時 場　所 対　象
  6月  8日（金）

7月  3日（火）
8月21日（火）

10月  6日（土）
10月13日（土）
11月13日（火）

高山市民文化会館 （高山市昭和町1-188-1）

白川町町民会館（加茂郡白川町河岐1645-1）

岐阜産業会館（岐阜市六条南2-11-1）

郡上市総合文化センター（郡上市八幡町島谷207-1）

郡上市総合文化センター（郡上市八幡町島谷207-1）

瑞浪市総合文化センター（瑞浪市土岐町7267-4）

わな猟
わな猟
第一種・第二種銃猟
わな猟
第一種・第二種銃猟
わな猟

平成30年度狩猟免許試験

平成30年度狩猟免許講習会

狩猟免許試験と免許講習会のご案内平成30年度

9:30～17:00

9:30～17:00

9:30～17:00

9:30～17:00

9:30～17:00

免許の種類 使用できる猟具

網（むそう網、はり網、つき網、なげ網）

わな（くくりわな、はこわな、はこおとし、囲いわな）

装薬銃（ライフル銃・散弾銃）、空気銃（圧縮ガス銃を含む。）

空気銃（圧縮ガス銃を含む。）

網猟免許

わな猟免許

第一種銃猟免許

第二種銃猟免許

わな
第一種
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ そうなんやさー、アメンボ － 【第323回】

　早いものでピョンチャン（平昌）オリンピックが終わって1ヶ月
が経過した。連日テレビで放映された選手たちの熱い闘い。今
でもその光景が目に浮かぶ。どの選手も厳しい練習に耐え、力
と技を磨いてきた超一流のアスリートばかりだ。それだけに栄光
を手にした選手の満面の笑み。思わず拍手を送りたくなる。逆
にあと一歩のところで手が届かなかった選手。その悔しい表情
には胸がつまった。時には勝者と敗者が抱き合い、お互いの健
闘をたたえあっていた。この姿を目にし、これが本当のスポー
ツマンだと心がなごんだものである。また、パラリンピックの選
手の闘う姿には感動した。障害というハンディを背負いながら、
それを感じさせないあの迫力あるスキーの滑り。転倒しても諦
めず、起き上がって最後まで滑り続けた選手もいた。この気力
と精神力には敬服してしまう。歳とともに気力が萎えていく自分
自身。闘う前から敗者だと情けなくなる。「オリンピックは参加
することに意義がある」という。まさにその通りであろう。しかし、
オリンピックも勝負の世界。勝たなければならない。特にメダル
を獲得すると脚光を浴び、一躍有名になるからだ。私自身、メ
ダルを獲って初めて知った選手が何人もいた。これらの選手を
含め特に印象に残っているのは、スピード競技の小平奈緒、高
木姉妹とスキージャンプの高梨沙羅選手。それとカー娘と呼ば
れたカーリングの選手である。今でもその闘う姿が脳裏に浮か
ぶ。そのうちに、これらの選手が昆虫だったら何だろうかと、私
の悪癖であるパズル解きを始めた。

×　　　×　　　×　　　×
　しかし、開催時期は冬。闘う場所は雪上と氷上。このような
場所で活動する昆虫はいない。このパズル解きはできないと諦
めかけた。その時、ふと思った。雪も氷も溶ければ水になる。だっ
たら水上だ。この強引なこじつけで考えた。パズルが解けた。
アメンボである。雪の上と氷の上で競技している選手が、水上
を疾走しているアメンボのように映ったからである。アメンボ。
漢字で書けば飴棒。これが語源である。写真のように体が棒の
ように細長く、この体から甘い飴のような匂いを出すからであ
る。体には長い足があり、これで水の上をスイスイ泳いだり、
跳ねたりしている。餌は水面に落ちてきた昆虫や水辺で死亡し
ている魚やカエルなどの死体。これらに口を突き刺し養分を吸
汁し、餌が無くなると別の場所へ飛び立っていくのである。私
はアメンボを見ると小学生の頃を思い出す。当時の道路は雨が
上がると、あちこちに水たまりができ、アメンボが戯れていた。
まるで童話の世界にいるようであった。今でもこの光景が脳裏
に浮かび懐かしくなる。

×　　　×　　　×　　　×

　すごかったのは女子スピード競技の高木菜那、美帆姉妹と小
平奈緒選手だ。この3人で金4個、銀2個、銅1個のメダルを獲っ
たのだからとにかくすごい。低い姿勢で氷上を滑る姿は、水上
をスイスイ泳いでいるアメンボのようであった。しかし、このメ
ダルを手にするまでには、想像を絶するような練習と、プレッ
シャーのかかる闘いの繰り返し
だったという。その選手を雑
虫と呼ばれているアメンボと
一緒にするのは悪いような気
がしてくる。そこで、私はアメ
ンボの王様ということで「キ
ングアメンボ」と命名した。女
子スキージャンプの高梨沙羅
選手は私の大好きな選手だ。
前回のオリンピックでは金メダル間違いないといわれていたの
が、4位。その時の悲しそうな顔。今でも胸がつまる。しかし、
今回は間違いなく金メダルだろうと期待した。ところが、間近
になってスランプに陥り、結果は銅メダル。私はスキージャンプ
世界選手権で53勝もしている高梨選手は落胆しただろうと思っ
た。ところが「皆様に応援して頂いたお陰で、メダルがとれま
した」と笑顔で答えていた。そして、その後に目から涙があふ
れ出てきた。今回もプレッシャーという魔物が潜んでいたのか、
と私も目頭が熱くなってきた。小さな体で上空を舞う沙羅ちゃ
ん。大きなアメンボが天空を羽ばたいているように映った。

×　　　×　　　×　　　×
　カーリング。私はこの競技に興味がなかった。ところが連日
女子チームの熱戦がテレビで放映され、見ているうちに好きに
なってきた。というよりあのカー娘と呼ばれる選手たちだ。アメ
ンボ集団が水上で戯れているようで、どの選手も表情がよかっ
たからである。銅メダルが決まったとき、5人が抱き合って大喜
びし、そして大泣き。観衆は総立ちして大歓喜。場内に響き渡っ
ていた。このオリンピックで最も心に残る光景であった。それと
カー娘たちが使っていた「そだねー」という地元の言葉。この
素朴な言葉が大好評で、多くの人の心を引きつけた。私もこの
言葉が好きで「そだねー、そだねー」と口ずさんでいるうちに「そ
うなんやさー」。いつの間にか私の故郷である飛騨弁に代わっ
てしまった。これも素朴な言葉だと懐かしくなり、もう一度口ず
さんだ。「そうなんやさー」

▲長い足のアメンボ

MORINOTAYORIMORINOTAYORI MORINOTAYORIMORINOTAYORI 12



●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
５
ー
４
５
ー
３
１
１
１（
代
）

　
　
　
　
　

 

池
田
町
役
場
建
設
部
産
業
課 

森
林
振
興
係
ま
で

18

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

池
田
町
の
森
林
づ
く
り
に
関
し
て
紹
介
し
ま
す
。

池
田
町
の
森
林
づ
く
り

注
入
に
環
境
税
を
活
用
し
、
観
光
地
周
辺
の
森

林
保
護
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

企
業
の
森
活
動
紹
介

　

池
田
町
は
岐
阜
県
が
推
進
す
る「
企
業
と
の
協

働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
」の
一
環
で
、
平
成
23
年

に
株
式
会
社
平
和
堂（
本
社
・
滋
賀
県
彦
根
市
）、

池
田
町
、
六
之
井
生
産
森
林
組
合
、
藤
代
生
産

森
林
組
合
及
び
県

と
の
間
で「
平
和
の

森
・
池
田
」に
お
け

る
生
き
た
森
林
づ

く
り
協
定
を
締
結

し
、
春
と
秋
の
年

２
回
を
目
標
に
間

伐
や
除
伐
・
除
草
・

倒
木
除
去
・
植
栽

る
も
の
で
す
。

○
し
い
た
け
菌
打
ち
体
験
教
室

　

森
林
の
果
た
す
役
割
な
ど
を
体
験
を
通
じ
て

学
び
、
森
林
環
境
に
興
味
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
大
変
な
人

気
が
あ
り
、
定
員
制
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、

残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
い
方
も
み
え
る
程
、

町
民
の
方
の
関
心
の
あ
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
29
年
度
は
㈲
し
い
た
け
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
代
表

取
締
役
の
横
田
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
し

い
た
け
の
栽
培
や
菌
打
ち
等
に
関
し
て
詳
し
い

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

森
林
の
概
要

　

本
町
は
、
岐
阜
県
の
西
南（
揖
斐
郡
の
南
部
）

に
位
置
し
、
東
側
に
揖
斐
川
と
西
側
に
は
池
田

山
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、
東
は
神
戸
町
に
南
は

大
垣
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
町
の
東
側
を
北
か

ら
南
へ
流
れ
る
揖
斐
川
が
伊
勢
湾
へ
と
流
れ
て

い
ま
す
。
本
町
の
総
面
積
は
、
３
，８
７
９
ha
で

あ
り
、
森
林
面
積
１
，５
６
２
ha
で
、
総
面
積
の

約
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
税
利
用
紹
介

　

池
田
町
で
は
岐
阜
県
の
森
林
・
環
境
税
を
活

用
し
、
児
童
館
や
小
学
校
、
池
田
山
に
対
し
て

森
林
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
は
木
育
を
目
的
に
お
も
ち
ゃ
や
木
製

品
の
導
入
、
小
学
校
は
森
林
づ
く
り
に
関
す
る

施
設
を
訪
問
し
、
間
伐
の
役
割
や
木
工
体
験
等

を
通
じ
て
森
林
の

仕
組
み
な
ど
の
学

習
に
役
立
て
て
い

ま
す
。

　

池
田
山
に
お
い

て
は
、
カ
シ
ノ
ナ

ガ
キ
ク
イ
虫
予
防

の
た
め
、
ナ
ラ
類

の
樹
木
へ
の
薬
剤

等
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
２
・
４
ha
の
区
域

で
始
め
た
活
動
も
29
年
３
月
に
は
そ
の
区
域
を

隣
地
に
拡
大
し
、
合
わ
せ
て
３
・
３
ha
の
区
域
で

活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

池
田
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
の

活
動
紹
介

　

池
田
町
で
は
、
森
林
に
関
す
る
有
識
者
・
森

林
所
有
者
・
森
林
施
業
者
な
ど
で
池
田
町
森
林

づ
く
り
推
進
会
議
委
員
を
構
成
し
、
そ
の
方
々

で
森
林
に
関
す
る
話
し
合
い
や
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
主
な
事
業
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

○
池
田
山
広
葉
樹（
実
の
な
る
木
）植
栽
事
業

　

池
田
山
は
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
・
登
山
・
夜
景
な
ど
池
田
山
か
ら
の
眺

望
を
楽
し
む
方
が
大
勢
訪
れ
る
観
光
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
観
光
地
周
辺
を
中
心
に
毎
年

春
に
、
観
光
地
景
観
保
護
、
生
徒
の
森
林
環
境

教
育
、
林
業
へ
の
就
業
者
育
成
な
ど
を
目
的
に

活
動
協
定
を
締
結
し
て
い
る
岐
阜
農
林
高
校
や

地
元
池
田
中
学
校
、
地
元
の
森
林
関
係
者
と
と

も
に
コ
ナ
ラ
や
ヤ
マ
グ
リ
の
植
栽
活
動
を
継
続

し
、
森
林
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
中
学
生
間
伐
体
験
教
室

　

地
元
の
池
田
中
学
校
の
こ
ど
も
議
会
か
ら
の

提
案
を
受
け
、
活
動
協
定
を
締
結
し
て
い
る
岐

阜
農
林
高
校
、
地
元
森
林
関
係
者
、
岐
阜
県
な

ど
の
森
林
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
を
受
け
、
毎

年
秋
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。（
公
社
）岐
阜

県
森
林
公
社
の
造
林
地
を
活
動
場
所
と
し
、
間

伐
の
体
験
を
通
じ
て
林
業
就
業
者
育
成
や
造
林

地
の
施
業
支
援
な
ど
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い

▲木工体験を行う児童の様子

▲参加者みんなで、「はいチーズ」

▲木育中の園児の様子

▲手のこでの間伐体験を行っています▲親子での菌打ちの様子。
将来の林業の担い手になってもらいたいものです。
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活かす知恵

と を森林 人

66

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

夏
の
暑
さ
を
防
ぐ
に
は
・
・
・

緑
が
有
効
？

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
辻

　充
孝

43
℃
と
20
℃
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
日
陰
は

35
℃
程
度
、
外
気
温
は
33
℃
程
度
）

　

植
物
は
蒸
散（
汗
に
よ
っ
て
体
温
が
下
が
る
の

と
同
じ
原
理
）に
よ
っ
て
、
葉
の
温
度
が
上
が
り

す
ぎ
な
い
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
射
を
遮
る
よ
う
に
隙
間
な
く

葉
が
茂
っ
て
く
れ
る
と
簾
よ
り
も
効
果
的
な
日

射
遮
蔽
に
つ
な
が
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
育
て
る

の
が
意
外
に
難
し
い
で
す
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
甲

斐
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
風
に
お
い
て
も
、
庭
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
だ
と
、
60
℃
を
超
す
地
表
面
を
通
っ
た
暑
い

風
が
入
っ
て
き
ま
す
が
、
緑
の
庭
だ
と
涼
し
い

風
が
吹
き
込
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
植
物
を
き
ち
ん
と
育
て
る
こ

と
で
夏
期
の
居
住
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
、
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
夏
に
向
け
て
、
緑
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
。

ス
か
ら
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
グ
ラ
フ
は
、
家
の
中
に
入
っ
て
く
る
熱

バ
ラ
ン
ス
目
安
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

無
断
熱
住
宅
で
は
、
屋
根
・
壁
か
ら
が
多
く
、

断
熱
住
宅
で
は
窓
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

太
陽
が
当
た
っ
た
屋
根
や
壁
表
面
は
80
℃
を

超
す
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
熱
を
入
れ
な
い
様
に

す
る
の
が
断
熱
で
す
。
で
す
の
で
、
断
熱
が
入
っ

て
な
い
家
は
ま
ず
屋
根
や
壁
に
断
熱
を
施
す
こ

と
で
こ
の
熱
を
あ
る
程
度
遮
断
し
ま
す
。
断
熱

は
冬
期
に
熱
を
逃
が
さ
な
く
し
ま
す
の
で
一
挙

両
得
で
す
。

　

断
熱
の
次
は
窓
対
策
で
す
。
窓
は
光
や
風
を

●
熱
中
症
は
家
の
中
が
危
険
！

　
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
熱
中
症
が
気
に
な
り
ま
す
。
倒
れ
る

場
所
は
、
外
よ
り
も
家
の
中
が
多
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
出
て
い
ま
す
。

　

家
の
中
は
、
ど
こ
か
安
心
と
い
う
感
覚
を
持
っ

て
い
て
水
分
補
給
や
冷
房
を
怠
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
安
心
と
思
う
場

所
こ
そ
し
っ
か
り
対
策
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。

●
暑
さ
対
策
の
基
本
は
？

　

暑
さ
対
策
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。
①
太
陽
の
熱
を
入
れ
な
い
こ
と
。
②
通

風
や
扇
風
機
で
体
温
を
下
げ
る
こ
と
。（
汗
の
蒸

散
効
果
）③
閉
め
切
っ
て
冷
房
を
つ
け
る
こ
と
。

④
薄
着
に
な
る
こ
と
。（
着
衣
量
を
減
ら
す
こ
と
）

な
ど
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
最
も
大
切
な
の
が
①
の
太
陽
の

熱
を
入
れ
な
い
こ
と（
日
射
遮
蔽
）で
す
。

　

こ
の
日
射
遮
蔽
に
は
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

●
太
陽
の
暑
さ
は
ど
こ
か
ら
入
る
？

　

家
の
中
に
入
っ
て
く
る
太
陽
の
熱
は
ど
こ
か

ら
入
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
当
然
、
窓
ガ
ラ

取
り
入
れ
る
た
め
、
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
の
熱
は
減
ら
せ
ま
す
。

　

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ガ
ラ
ス
を
透
過
し

て
、
床
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
当
た
る
と
熱
に
変

化
し
ま
す
。
そ
の
熱
が
窓
ガ
ラ
ス
で
閉
じ
込
め

ら
れ
て
温
室
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
窓
の
外
で
日
射
を
遮
る
の
が
効
果

的
で
す
。

●
効
果
的
に
熱
を
遮
る
の
は
？

　

で
は
、
外
で
遮
る
の
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
簾
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
簾
は
８
割
ほ
ど
日
射
を
遮

り
非
常
に
効
果
的
で
す
。（
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン
は

３
割
程
度
）

　

で
す
が
、
簾
も
日
射
が
当
た
る
と
ど
ん
ど
ん

発
熱
し
て
50
℃
を
超
え
ま
す
。
つ
ま
り
窓
の
外

に
ヒ
ー
タ
ー
が
あ
る
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
簾
は
、
ガ
ラ
ス
面
か
ら
な
る
べ

く
は
な
す
の
が
コ
ツ
で
す
。

　

さ
ら
に
も
っ
と
い
い
対
策
が
あ
り
ま
す
。
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
丁
寧
に
育
て
る
こ
と
で
す
。
次

の
熱
画
像
を
見
て
下
さ
い
。
右
下
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
部
分
で
は
62
℃
く
ら
い
ま
で
温
度
が
上

が
っ
て
い
ま
す
が
、
芝
生
で
は
日
な
た
で
も

屋根 9%

屋根
37%壁 18%

壁
36%

窓
73%

窓
27%

断熱住宅 無断熱住宅

▲外部の熱画像（８月８日晴天日撮影）
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東濃信用金庫白川支店
加茂郡白川町河岐1733－3

内装木質化
木の香る
ぎふの施設

64

施設の経緯
　当庫白川支店の旧店舗の老朽化に伴い平成２９年１１月に
新築移転しました。
　「地元と共にあり、ともに栄える」という企業理念の通り、
地域密着型をコンセプトに白川の地の美しい自然景観を活か
した外観と特産の【東濃桧】を積極的に取り入れた店舗で
す。
　平成２９年１２月に「ぎふの木づかい施設」に認定されまし
た。

ここに注目！！
●白川町ならではの東濃桧を、欄間、カウンター、壁、棚
に積極的に取り入れ、木の温かみを感じられる親しみや
すい金融機関となりました。

●「東濃」の「Ｔ」をあしらった欄間はガラス越しに外か
らも見ることができ、行き交う人々の目を引いてます。

利用者の様子
●高い吹き抜け天井から差し込む光と木をふんだんに使ったデ
ザインが調和し気持ちよく利用できると、多くのお客様に喜
んでいただいています。

施設概要

事業主体 東濃信用金庫

事業年度 平成29年度

構造・
延床面積

鉄筋コンクリート造　２階建て
402.62㎡

施設用途 金融機関

木材使用量
使用樹種

ぎふ証明材 内装材使用面積　43.4㎡
使用樹種：ヒノキ

ぎふの木づかい施設支援事業　86千円

株式会社NTTファシリティーズ

助 成 額

設 計 者

ミューズ建設株式会社施工業者

平成29年3月～平成29年10月工　　期

施設全景

カウンター

■問い合わせ先
　東濃信用金庫白川支店
　ＴＥＬ 0574－72－1166

吹き抜け天井

ガラス越しの欄間

応接室
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
5
ー
2
3
ー
1
１
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で

　は
じ
め
に

　
航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
は
、
航
空
機
に
搭
載
し

た
レ
ー
ザ
測
距
装
置
を
使
用
し
て
、
精
密
な
地

表
の
位
置
と
高
さ
の
情
報
を
取
得
す
る
測
量
方

法
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
現
地
に
人
が
入
ら
ず

と
も
、
広
範
囲
に
精
密
な
測
量
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
岐
阜
県
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
こ

の
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
の
成
果
品
を
活
用

し
、
治
山
施
設
点
検
や
計
画
書
の
作
成
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
航
空
レ
ー
ザ
測
量
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
治
山
事
業
の
円
滑
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
の

新
た
な
活
用
方
法
と
し
て
、
現
地
調
査
の
代
わ

り
に
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
の
成
果
品
で

あ
る
D
E
M
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
降
雨
な
ど
の

影
響
に
よ
る
土
砂
の
移
動
量
を
推
定
し
、
治
山

計
画
箇
所
を
予
測
す
る
判
断
要
素
に
で
き
な
い

か
、
考
察
し
ま
し
た
。

　調
査
概
要

　
は
じ
め
に
、
平
成
28
年
度
に
揖
斐
郡
池
田
町

藤
代
南
谷
地
内
の
渓
流
で
現
地
調
査
を
行
い
、

土
砂
の
堆
積
状
況
、
堆
積
範
囲
、
土
砂
量
を
簡

易
横
断
測
量
に
て
算
出
し
ま
し
た
。
次
に
平
成

25
年
度
に
実
施
し
た
航
空
レ
ー
ザ
測
量
か
ら
得

ら
れ
た
D
E
M
デ
ー
タ
を
解
析
し
現
地
調
査
と

同
じ
渓
流
の
、
土
砂
の
堆
積
状
況
、
堆
積
範
囲
、

土
砂
量
を
算
出
し
、
２
つ
の
デ
ー
タ
の
比
較
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
、
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
3
年
間
の
雨
量

実
態
、
月
雨
量
、
日
最
大
量
、
時
間
最
大
雨
量

30
㎜
以
上
の
日
数
を
調
査
し
、
降
雨
に
よ
る
土

砂
移
動
の
関
係
を
分
析
し
ま
し
た
。

　調
査
結
果

　
平
成
28
年
度
簡
易
横
断
測
量
結
果
及
び
、
平

成
25
年
度
D
E
M
デ
ー
タ
よ
り
、
横
断
図
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作
成
し
た
横
断
図
の
不

安
定
土
砂
の
堆
積
範
囲
を
結
び
平
面
図
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
平
面
図
か
ら
は
一
部
露
岩
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
除
き
、
渓
流
全
体
に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る

状
況
が
分
か
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
と
平
成

25
年
度
の
平
面
図
を
重
ね
て
み
ま
す
と
、
土
砂

の
堆
積
範
囲
が
3
1
8
・
6
㎡
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
横
断
図
か
ら
は
土
砂
の
堆
積
状
況
及
び
、
平

均
断
面
法
に
よ
り
土
砂
量
を
算
出
し
ま
し
た
。

両
年
度
を
比
較
し
て
み
て
い
ま
す
と
、
平
成
25

年
度
の
横
断
図
に
は
な
か
っ
た
土
砂
が
平
成
29

年
横
断
図
で
は
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
土
砂
量
に
つ
い
て

も
1
6
9
・
7
㎥
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
3
年
間
の
平
均
年
間
降
水
量
は
2
2
4
1
㎜
、

日
最
大
雨
量
は
1
2
4
㎜
、
時
間
最
大
水
量
は

60
㎜
、
時
間
雨
量
は
30
㎜
以
上
の
日
数
は
4
日

で
し
た
。

　
土
砂
の
堆
積
範
囲
の
拡
大
や
不
安
定
土
砂
量

の
増
加
、
堆
積
土
砂
の
流
出
す
る
恐
れ
が
高
い

渓
流
で
あ
り
、
対
策
が
必
要
な
渓
流
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　ま
と
め

　
今
回
行
っ
た
調
査
は
比
較
的
簡
易
か
つ
、
安

価
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
土
砂
の
堆
積
範

囲
や
、
不
安
定
土
砂
の
変
動
を
推
定
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
効
果
的
な
治
山

事
業
計
画
の
策
定
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

対
策
の
優
先
順
位
の
判
定
に
活
用
で
き
る
と
考

察
し
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
の
課
題
で
す
。
県
で
は
山
地
災

害
危
険
地
区
を
指
定
し
、
重
点
的
に
治
山
事
業

に
よ
る
山
地
災
害
の
発
生
源
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
揖
斐
管
内
で
は
土
石
流
が
起
こ
り
や

す
い
地
区
で
あ
る
、
崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
区

う
ち
危
険
度
A
判
定
の
箇
所
が
84
箇
所
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
対
策
優
先
順
位
判

定
に
活
用
す
る
に
は
今
回
調
査
を
行
っ
た
1
渓

流
の
結
果
の
み
で
は
、
判
定
は
難
し
い
の
で
、

地
質
条
件
や
渓
床
勾
配
の
違
う
複
数
の
渓
流
に

お
い
て
、
同
様
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
地
域
の

傾
向
を
つ
か
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

D
E
M
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
土
砂
移
動
の
解
析

揖
斐
農
林
事
務
所 

林
業
課

　小
森 

一
史

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

現況写真（H28）

簡易横断測量（H28） DEMデータによる横断図（H25）
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春
以
降
の
大
発
生
を
少
し
で
も
抑
制
す
る
こ
と

が
防
除
に
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

越
冬
場
所
を
調
べ
る
と
、
ツ
ツ
ジ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、

チ
ャ
ノ
キ
、
カ
ナ
メ
モ
チ
な
ど
の
半
常
緑
・
常

緑
樹
か
ら
成
虫
が
採
集
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
越
冬
場
所
に
い
る
ヨ
コ
バ
イ
を
冬
の

間
に
捕
殺
す
る
、
越
冬
場
所
の
半
常
緑
・
常
緑

樹
を
刈
り
取
る
等
に
よ
り
、
ヨ
コ
バ
イ
の
大
発

生
を
抑
制
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
ガ
の
１
種
で
あ
る
メ
イ
ガ
類
で
す
。

幼
虫
が
コ
ウ
ゾ
の
葉
を
巻
い
て
巣
を
作
り
（
写

真
１
）、
そ
の
中
に
隠
れ
て
内
側
か
ら
葉
を
食
害

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
に
よ
る
材
の
被

害
も
み
ら
れ
、
株
の
多
く
に
幼
虫
に
よ
る
食
害

痕
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
れ
ら
よ
り
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
コ
ウ
ゾ
生

産
者
が
問
題
視
し
て
い
る
の
が
、
３
〜
４
㎜
程

度
の
ヨ
コ
バ
イ
の
1
種
で
す
（
写
真
３
）。
こ
の

ヨ
コ
バ
イ
は
ス
ト
ロ
ー
状
の
口
を
葉
に
刺
し
、

細
胞
質
を
吸
汁
し
ま
す
。
ま
た
、
ヨ
コ
バ
イ
大

発
生
時
の
コ
ウ
ゾ
に
は
縮
葉
が
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
（
写
真
４
）。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
ア
ブ
ラ

ム
シ
が
植
物
に
寄
生
し
た
場
合
に
も
み
ら
れ
、

成
長
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
ヨ
コ
バ
イ
の
大
発
生
が
コ
ウ
ゾ
の

成
長
を
妨
げ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
実
際
に
コ

ウ
ゾ
生
産
者
は
成
長
が
良
く
な
い
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ヨ
コ
バ
イ
を
防
除
す
る
た
め
に

　
現
在
（
２
０
１
８
年
４
月
）、
コ
ウ
ゾ
に
使
用

で
き
る
殺
虫
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

活
動
が
休
止
す
る
冬
の
う
ち
に
数
を
減
ら
し
、

和
紙
の
原
料
と
し
て
の
コ
ウ
ゾ

　
コ
ウ
ゾ
は
本
美
濃
紙
の
原
料
と
な
る
植
物

で
、
ク
ワ
科
コ
ウ
ゾ
属
の
１
種
で
す
。
コ
ウ
ゾ

生
産
で
は
株
に
春
か
ら
伸
び
る
萌
芽
を
約
１
年

間
育
成
し
収
穫
し
ま
す
。
こ
の
１
年
生
枝
の
内

樹
皮
が
和
紙
の
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

森
林
研
究
所
で
は
美
濃
市
、
コ
ウ
ゾ
生
産
組
合

と
協
同
し
、
高
品
質
な
コ
ウ
ゾ
の
生
産
技
術
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ウ
ゾ
の
成
長
を
妨
げ
る
害
虫
た
ち

　
調
査
を
行
う
う
ち
に
、
コ
ウ
ゾ
生
産
を
邪
魔

す
る
害
虫
が
複
数
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

森
林
研
究
所
●
片
桐 

奈
々

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

和
紙
の
原
料
コ
ウ
ゾ
の
成
長
を
、

米
粒
サ
イ
ズ
の
ヨ
コ
バ
イ
が
妨
げ
る

写真３　コウゾを加害するヨコバイ（　　　　　　　　　　　　）
左：矢印は葉裏に集まるヨコバイの幼虫
右：ヨコバイの成虫

写真４　ヨコバイの大発生が要因と考えられるコウゾの縮葉 
左：矢印は縮葉している様子
右：縮葉した新葉。特に新葉が縮葉する傾向があった。

写真１　メイガ類幼虫によるコウゾの葉の被害
矢印は、幼虫が作った巣

写真２　カミキリムシ類幼虫によるコウゾ株の被害
矢印は、幼虫による株の食害痕

Jacobiasca furcostylus
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普及コーナー

可茂地域における普及活動について
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内
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を
知
り
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方
は
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5
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代
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可
茂
農
林
事
務
所

　林
業
課
ま
で

■可茂農林事務所　林業課　林業普及指導員　荻巣 勝俊
林業普及指導員　渡辺 公夫

管
理
委
員
会
の
場
で
検
討
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

平
成
29
年
５
月
23
日
に

は
県
下
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
御
嵩
町
の

地
域
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
森
林
配
置

の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

森
林
管
理
委
員
会
の
な
か
っ
た
６
市

町
に
対
し
て
も
、
委
員
の
選
定
な
ど
に

つ
い
て
助
言
し
な
が
ら
、
地
域
検
討
会

の
開
催
を
支
援
し
、
９
月
末
ま
で
に
10

市
町
村
す
べ
て
で
第
１
回
目
の
会
議
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
検
討
会
の
構
成
は
、
市
町
村
に

よ
っ
て
人
数
の
多
少
は
あ
り
ま
す
が
、

林
業
・
木
材
産
業
の
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
自
治
会
、
観
光
関
係
者
、
学
識

経
験
者
な
ど
多
様
な
方
が
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
市
町
村
案
の
検
討

　

地
域
検
討
会
で
は
、
県
が
地
域
森
林

計
画
で
定
め
た
基
準
に
よ
り
作
成
し
た

案
を
た
た
き
台
に
し
て
検
討
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
七
宗
町
の
地
域
検
討
会
で

は
、
木
材
生
産
林
を
決
定
す
る
県
の
基

準
の
一
つ「
林
道
か
ら
の
距
離
３
０
０

メ
ー
ト
ル
未
満
」に
着
目
し
ま
し
た
。
七

宗
町
で
は
、
可
茂
森
林
組
合
が
、
平
成

ま
と
ま
り
や
林
道
か
ら
の
距
離
な
ど
に

よ
る
客
観
的
な
基
準
を
設
け
て
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、「
生
活
保
全
林
」は
集
落
や

生
活
道
路
に
隣
接
す
る
森
林
、「
観
光
景

観
林
」は
観
光
道
路
沿
い
の
優
れ
た
景
観

の
森
林
に
設
定
し
ま
す
。

　

こ
の
森
林
配
置
計
画
の
策
定
は
、
県

が
一
方
的
に
決
め
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
市
町
村
が
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

て
計
画
案
を
作
成
し
、「
地
域
検
討
会
」で

議
論
を
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
検
討
会
の
た
ち
あ
げ

　

可
茂
管
内
の
10
の
市
町
村
の
う
ち
、

可
児
市
、
七
宗
町
、
東
白
川
村
、
御
嵩

町
に
は
森
林
管
理
委
員
会
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
４
市
町
村
で
は
、
森
林

　

平
成
29
年
度
は
第
３
期
岐
阜
県
森
林

づ
く
り
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
の

計
画
の
柱
で
あ
る
１
０
０
年
先
の
森
林

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

可
茂
地
域
の
林
業
普
及
活
動
に
お
い

て
も
、
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を

進
め
る
施
策
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

１
０
０
年
の
森
林
づ
く
り
計
画

　
　
～
森
林
配
置
の
検
討
～

　

１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
と
は
、

望
ま
し
い
森
林
配
置
へ
の
誘
導
や
人
工

林
の
齢
級
構
成
の
平
準
化
を
目
指
す
も

の
で
、そ
の
基
礎
と
な
る
の
が
、「
１
０
０

年
の
森
林
づ
く
り
計
画（
森
林
配
置
計

画
）」で
す
。

　

森
林
配
置
計
画
で
は
、
県
内
の
民
有

林
を
、
持
続
的
な
林
業
経
営
を
行
う「
木

材
生
産
林
」と
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増

進
を
し
て
い
く「
環
境
保
全
林
」に
区
分

し
ま
す
。
併
せ
て
、
必
要
に
応
じ「
生
活

保
全
林
」と「
観
光
景
観
林
」を
設
定
し
ま

す
。

　
「
木
材
生
産
林
」と「
環
境
保
全
林
」の

区
分
は
、
積
雪
深
、
傾
斜
、
標
高
、
土

壌
な
ど
の
自
然
条
件
、
団
地
と
し
て
の

▲地域検討会の開催状況（御嵩町）
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可
茂
農
林
事
務
所

　林
業
課
ま
で

■可茂農林事務所　林業課　林業普及指導員　荻巣 勝俊
林業普及指導員　渡辺 公夫

材
の
設
置
ま
で
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分

析
・
検
証
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

　

森
林
配
置
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
33
年
度
末
ま
で
に
全
域
に
つ
い
て

設
定
を
完
了
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
市
町
村
へ
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

　

ま
た
、
主
伐
・
再
造
林
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
、
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
結
果
が
可
茂
地
域
の
主
伐
・
再
造
林

の
拡
が
り
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
森
林
配
置
の
設
定

　

地
域
検
討
会
で
合
意
を
得
ら
れ
た
森

林
配
置
計
画
は
、
市
町
村
森
林
整
備
計

画
の
中
に
書
き
込
ま
れ
ま
す
。
坂
祝
町
、

富
加
町
、
川
辺
町
、
七
宗
町
、
八
百
津

町
の
５
町
に
つ
い
て
は
町
全
域
の
森
林

配
置
が
決
定
し
、
平
成
30
年
４
月
施
行

の
各
町
の
市
町
村
森
林
整
備
計
画
変
更

計
画
書
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
濃
加
茂
市
、
可
児
市
、
白
川
町
、

東
白
川
村
、
御
嵩
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

森
林
の
現
況
調
査
を
実
施
し
た
り
、
森

林
所
有
者
の
意
向
確
認
を
行
っ
た
り
し

な
が
ら
、
平
成
30
年
度
以
降
、
森
林
配

置
を
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

主
伐
・
再
造
林
へ
の
取
り
組
み

　
～
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
～

　

１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
で
は
、

人
工
林
の
齢
級
構
成
を
平
準
化
す
る
た

め
、
主
伐
と
再
造
林
に
よ
る
若
返
り
を

推
進
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
基
本
計
画
で
は
、
平
成

29
年
度
の
県
下
の
再
造
林
目
標
面
積

３
４
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
ヒ
ノ
キ
が
主
体
の
可
茂
地
域

で
は
、
森
林
所
有
者
に
も「
ま
だ
主
伐
に

20
年
度
に「
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の
取
り
組
み
を

始
め
て
以
降
、
積
極
的
に
森
林
作
業
道

の
開
設
を
行
い
、
木
材
生
産
を
増
や
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
の
基
準
で

は
、
森
林
作
業
道
が
木
材
生
産
林
を
決

定
す
る
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

出
席
者
か
ら
は
、
県
の
案
で
は
木
材
生

産
林
が
少
な
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
木
材
生
産
林
を

決
定
す
る
基
準
に「
作
業
道
か
ら
の
距
離

３
０
０
メ
ー
ト
ル
未
満
」を
加
え
て
町
の

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
２
回
目
の
地
域

検
討
会
に
町
の
案
を
諮
り
、
合
意
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

は
早
い
」と
い
う
思
い
が
強
い
よ
う
で
、

林
業
事
業
体
へ
の
働
き
か
け
を
重
ね
た

も
の
の
成
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
公
有
林
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
市
町
村
に
働
き
か
け
を
行

い
、
白
川
町
と
東
白
川
村
の
町
・
村
有

林
で
そ
れ
ぞ
れ「
主
伐
・
再
造
林
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
地
検
討
会
を
実
施
す
る
な
ど
し
て

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
白
川
町
下
佐
見

の
町
有
林
０
・
８
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
事

業
地
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
白
川
町

森
林
組
合
が
実
施
者
と
な
り
平
成
30
年

３
月
末
か
ら
伐
採
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
伐
採
か
ら
造
林
、
獣
害
防
除
資

▲森林配置計画の案（右：県案、左：七宗町案）

▲現地検討会の様子

▲伐採の始まったプロジェクト事業地
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０
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東
濃
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
制
度
の

取
組
に
つ
い
て（
前
編
）

東
濃
森
林
管
理
署
の
取
り
組
み

21

　

東
濃
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
関
係
者
と

連
携
し
地
元
の
ガ
イ
ド
が
森
林
を
案
内
す
る

「
登
録
ガ
イ
ド
制
度
」
の
確
立
に
向
け
た
取

組
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
ま
だ
試
行
の
段

階
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
課
題
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　

は
じ
め
に

　

当
署
の
管
轄
区
域
で
あ
る
岐
阜
県
中
津
川

市
加
子
母
に
あ
る
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
で

は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
が
群
生
す
る
エ
リ
ア
を
木

曽
ヒ
ノ
キ
備
林
と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
に
つ
い
て
は
、
日
本

各
地
か
ら
見
学
の
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

は
研
修
や
学
習
目
的
に
限
り
、
入
林
許
可
や

現
地
案
内
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
を
含
む
裏
木
曽
地

域
一
帯
の
国
有
林
が
、
平
成
26
年
に
「
木
曽

悠
久
の
森
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

世
界
的
に
も
貴
重
で
あ
る
こ
の
地
域
の
森
林

を
活
用
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
地

域
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

28
年
か
ら
「
登
録
ガ
イ
ド
制
度
」
の
確
立
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
に
入
り
登
録
ガ
イ
ド
制
度
の
確
立

に
向
け
様
々
な
過
程
を
経
て
、
平
成
29
年
10

月
か
ら
、
地
元
の
登
録
ガ
イ
ド
に
よ
る
木
曽

ヒ
ノ
キ
備
林
等
の
案
内
を
試
行
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　

１ 

取
組
の
過
程

（
１
）
検
討
体
制
の
確
立

　
「
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
制
度
」
の
確
立
に

あ
た
り
検
討
体
制
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
平
成
28
年
３
月
に
「
裏
木
曽
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

研
究
会
は
当
署
が
事
務
局
と
し
て
、
裏
木

曽
古
事
の
森
育
成
協
議
会
、
加
子
母
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
け
ち
、
中
津
川

市
（
加
子
母
・
付
知
の
各
総
合
事
務
所
長
）、

当
署
長
を
含
め
６
名
を
選
任
し
、
他
地
域
で

の
事
例
を
研
究
し
つ
つ
、
裏
木
曽
地
域
に
お

け
る
有
料
ガ
イ
ド
制
度
の
方
針
を
整
理
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
の
会
議
は
４
回
開
催
し
、「
裏
木

曽
登
録
ガ
イ
ド
制
度
」
実
施
要
綱
（
案
）
の

検
討
・
作
成
、
ガ
イ
ド
養
成
研
修
の
内
容
の

検
討
・
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会
議

の
中
で
運
営
主
体
は
「
裏
木
曽
古
事
の
森
育

成
協
議
会
」
が
適
当
と
の
意
見
が
纏
ま
り
、

平
成
29
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た
同
協
議
会
の

通
常
総
会
で
ガ
イ
ド
活
動
を
盛
り
込
ん
だ
規

約
の
改
正
等
が
承
認
さ
れ
、
事
務
局
が
協
議

会
に
移
行
し
「
裏
木
曽
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
」
は
解
散
し
ま
し
た
。

（
２
）
ガ
イ
ド
制
度
の
確
立
と
試
行

①
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
候
補
者
の
選
定

　

初
回
に
限
り
協
議
会
事
務
局
で
、
ガ
イ
ド

登
録
の
条
件
で
あ
る
中
津
川
市
加
子
母
地
区

及
び
付
知
地
区
の
居
住
者
で
、
裏
木
曽
地
域

の
自
然
や
歴
史
等
に
精
通
し
て
い
る
方
を
地

区
ご
と
に
５
名
程
度
選
び
、
ガ
イ
ド
候
補
者

11
名
を
人
選
し
ま
し
た
。

②
ガ
イ
ド
事
業
実
践
地
域
の
見
学

　

登
録
ガ
イ
ド
制
度
の
発
足
に
あ
た
り
、
平

成
29
年
７
月
に
協
議
会
事
務
局
で
赤
沢
自
然

休
養
林
に
出
向
き
、
実
際
に
赤
沢
ガ
イ
ド
の

方
の
案
内
方
法
や
ガ
イ
ド
事
業
の
運
営
の
仕

方
を
学
ぶ
た
め
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

③
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
養
成
研
修
の
開
催

　

養
成
研
修
は
当
署
と
協
議
会
が
連
携
し

て
、
ガ
イ
ド
候
補
者
11
名
を
対
象
に
３
日
間

に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
安
全
と
自
然
に
つ
い
て
、
２
回

目
は
歴
史
と
制
度
を
学
び
、
３
回
目
は
実
技

と
し
て
ガ
イ
ド
候
補
者
が
実
際
に
ガ
イ
ド
と

し
て
森
林
を
案
内
し
ま
し
た
。

④
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
認
定
証
等
の
交
付

　

協
議
会
か
ら
養
成
研
修
修
了
者
11
名
に
対

し
、
受
講
修
了
証
及
び
認
定
証
の
交
付
及
び
、

ガ
イ
ド
の
統
一
性
を
図
る
た
め
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
等
も
併
せ
て
配
布
し
、
ガ
イ
ド
制
度
の
実

行
体
制
が
ほ
ぼ
整
っ
た
状
態
に
な
り
ま
し

た
。

（
７
月
号
に
つ
づ
き
ま
す
）

▲実技研修（木曽ヒノキ備林）
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7月号
予定

7月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（19）

市況情報

地域の人

その他

連載
●山の歳時記（155）
●山のおじゃまむし（324）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（67）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（65）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　岐阜県山林協会に来て1年が過ぎました。担当者レベルの仕事は19年ぶり
で、ワード、エクセル、メールなどを使った国申請や役員会・助成事業といっ
た協会事務にてこずりましたが、まあ何とか慣れてきました。

　ところで、昨年末の国版の森林環境税（仮称）及び森林環境贈与税（仮称）の創設決定
や市町村と意欲と能力のある森林所有者が中心となって森林を適切に管理していこうと
する「新たな森林管理システム」が平成31年度開始を目途に、現在国で検討が進められて
いる等今年から来年にかけて我が国の森林管理のあり方が大きく変わる可能性があり、
私も注視しています。山林協会としては、森林づくりに係わる皆さんに関連情報を提供し
ていきたいと考えています。

「森林のたより」編集長　（公社）岐阜県山林協会　瀬上 繁隆

森林・林業関係イベントカレンダー（6～7月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

走行集材機械の
運転業務
特別教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間： 12日 8:30～17:40 学科
　　　　　   13日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 19日 9:00～16:00 学科
　　　　　   20日 9:00～16:00 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：38,880円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
（定員になり次第締め切ります。学科及び実技一部
免除者を含む。実技は10名単位の開催となりますの
で実技受講者が10名以上の場合は翌日になりますの
でお問い合わせ下さい。）

●講習時間： 9:20～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 11日 8:30～17:40 学科
　　　　　   12日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：1日目 　 8:30～16:30 学科
　　　　　　　　　16:30～17:30 学科試験
　　　　　  2～4日目 8:00～17:30 実技試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

12日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
13日（実技）
岐阜県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

19日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
20日（実技）
関市洞戸地内山林（予定）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

6月12日㈫～
6月13日㈬

6月19日㈫～
6月20日㈬

刈払機取扱作業者
安全衛生教育7月10日㈫～

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

7月11日㈬～
7月12日㈭

7月24日㈫～
7月27日㈮

フォークリフト
運転技能講習
受講資格：
自動車普通運転免許
所持者

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

恵那建設会館（恵那市大井町2087-276）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

11日（学科）恵那建設会館（恵那市大井町2087-276）
12日（実技）岐阜県森連東濃林産物共販所
（恵那市長島町永田字城ヶ洞307-69））

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

学科：伊自良中央公民館（山県市大門912-1）
実技：ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

　「山の日」の趣旨（山に親しむことや山の恵みに感謝するこ
と）を啓発するとともに、郷土の山々の持つ豊かな自然環境を再
認識し、その魅力を次世代へ継承することを目的にシンポジウム
を開催します。

プログラム

参 加 料

日 時
場 所

主 催

講演：医師、登山家　今井通子氏
パネルディスカッション

無料

平成30年7月12日（木）13：30 ～16：00
中津川市東美濃ふれあいセンター

（中津川市茄子川１６８３－７９７）
岐阜県、中津川市

「山の日」シンポジウムｉｎ中津川

【環境生活部環境企画課】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（2697）環境生活部環境企画課まで

コーディネーター
　NPO法人森のなりわい研究所　代表理事　伊藤　栄一氏
パネリスト
　恵那神社 宮司　梅村　幸司氏
　中津川市自然環境団体等連絡会議 会長　栗谷本征二氏
　中津川市山岳連盟 会長　松浦　興彦氏
　東濃森林管理署 署長　秋山　　広氏

MORINOTAYORI21



市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 4月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

317

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（4月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

60,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ4ｍ元木良材、品薄により高値。ヒノキ並材４ｍ土台取り強含み、造
材は４ｍ（16～22㎝）が有利。ヒノキ２ｍ元曲がりは売りづらく、合板向け
の造材（袴無、矢高5㎝以内）が有利。ヒノキ二番中目材は荷動きも少な
く、弱含み。製紙パルプ向け針葉樹2ｍ、3ｍ、4ｍかなり不足。（岐阜）

　ヒノキ二番玉中目材は荷動きも少なく、弱含み。広葉樹は良材が相変わら
ずの人気で強気ですが、入荷が薄い状態。マツ、ヒメコは季節柄不振。虫害
が発生する季節となりましたので、速やかな納材をお勧めします。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍ
は、応札多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい、６ｍ（16
～20㎝）価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札も多くや
や高値、二番玉並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は
売りにくい。（東濃）

全般的に横ばいで推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,980

2,600

CAD（Computer Assisted Drawing）はコンピューターによって設計する
こと。CAM（Computer Aided Manufacturing）はコンピューターによっ
て機械を操作すること。プレカット加工では、CADによって得られた住宅の
データが加工機に送られ、自動的に接合部を切削することを意味します。

CAD/CAM

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1656回

5月8日

5月9日

5月10日

岐
阜
共
販
所

第1232回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－
－

21,100
－
－
－
－
－
－
－
－
－

15,000
－
－
－

35,000
－
－
－
－

23,000
－
－

13,400
21,000
21,000
25,000
29,000

240,000
－

32,000
43,000
－
－
－

12,500
11,700
13,800
12,800
12,200
13,500
17,500
15,800
17,500
14,500
15,000
23,000
12,000
12,000
11,000
16,500
15,000
14,000
16,000
23,000
9,000
9,000

13,000
14,000
－

19,000
12,700
13,100
13,400
17,500
14,900
20,000
9,000

15,500
20,500
27,600
7,500

10,000

第1564回

東
濃
共
販
所
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